
編集後記

　考古学研究室紀要（第10号）を発刊いたします。論文を投稿いただいた長井健二

氏は大学院博士課程後期に在学している大学院生で、長年大阪で歯科医をされてい

ます。真木大空氏は弥生時代後期の加飾細頸土器の集成とその動態についてまとめ

てくれました。また、大学院生達が中心となって東広島市長者スクモ塚古墳群の測

量調査に関わる研究成果をまとめてくれました。

　このほか、㈱日鉄住金テクノロジーの鈴木瑞穂氏には、広島大学考古学研究室が

以前に発掘調査をおこなった世羅町カナクロ谷製鉄遺跡出土鉄滓の理化学的分析を

掲載いただきました。鉄鉱石と砂鉄の双方を製鉄原料としていたと推測できる分析

結果となりました。なお、本号もウェルナー・シュタインハウス氏に英文要旨の校

正をしていただきました。今後とも考古学研究室収蔵資料の紹介をすすめていきた

いと考えております。広島大学考古学研究室のホームページもあわせてよろしくお

願いいたします。 （H.N.）
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